
現 場
代 理 人
レポート

現 場
代 理 人
レポート

　本地区は、新潟県の長岡市及び小千谷
市にまたがる4,501haの水田地帯で、魚
沼産コシヒカリに代表されるブランド米
の生産を中心に、酒米や水田の畑利用に
よる地元農産物の加工品の生産、販売な
ど多様な農業が営まれています。
　本工事の 4号幹線用水路は、施設の老
朽化や水路浮上の発生により通水能力が
低下していることから既設水路の改修工
事を行うものです。工事内容は、延長
440mの既設水路を撤去し、L型ブロック
水路を新設します。現場周辺は、四尺玉
花火で有名な「片貝まつり」の見学スポットでもあり、花火当日は多くの観覧者で埋め尽くされま
す。また、当地は錦鯉の生産地でもあり、用水路沿いにも養鯉池があるため、生産者の方々とのコ
ミュニケーションを図り、細心の注意を払いながら工事を進めています。平成30年10月末時点では、
既設用水路の取壊しを終え、掘削、基礎コンクリートの施工へ順調に推移しています。
　これからは積雪の多い時期になり工程管理や作業時間等に制約が発生する事が考えられ創意工夫
を行いつつ、コンクリート二次製品の据付工事が11月末より本格化して行きますので安全管理を徹
底し、無事故・無災害で工事が完成する様に職員一同努めてまいります。

信濃川左岸流域農業水利事業
4号幹線用水路池津工区その1工事
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監督職員からのエール

　本事業所は、平成29年 8 月、全国で初の国営水利システム再編事業地区として開設し、
H30年度から本格的に工事に着手致しました。本工事は、関係者が注目する記念すべき最初
の工事です。そのため、今後の工事の指標とするべく、丁寧な地元対応と工事の安全管理を
心がけ工事監督を行っています。
　本工事は、地表から約 2 m以浅がN値 5以下の軟弱地盤であること、多くの流入排水があ
ることから、流用土としての扱いや排水処理が重要となってきます。また、冬期の降雪にも
対応しながら工事を完成させる必要があるため、的確な工程管理が必要です。現場代理人の
小峰さんは、地権者の方々とコミュニケーションを図り理解を得るとともに、工事スタッフ
と一致団結してきめ細かな工程管理に努めることで、現在、工程計画どおりの進捗となって
います。今後、降雪等による厳しい天候が予想される中、工期内の完成に向け安全で品質の
高い構造物を構築する工事を実施することを
期待しています。
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　本地区は、温暖な気候と恵まれた立地
条件により収益性の高い営農が展開され
ています。そうした本地区の農業用水は、
河川、ため池をはじめとする地区内水源
の他に、早明浦ダムに必要水量の 3分の
1を依存しており、国営香川用水土地改
良事業（S43 ～ S55）により造成された
幹線用水路等の施設により、香川県のほ
ぼ全域へ配水されています。
　しかし、これら幹線用水路等の施設は、
経年的な施設の劣化により漏水事故が発
生するなど、用水の安定供給に支障を来
しています。このため、本工事は、幹線用水路の一部を老朽化対策及び耐震対策として鞘管工（PIP
工法）により改修するものです。
　本工事の施工延長はL＝1,364m、工法は鞘管工（PIP工法）（既設管φ1,200㎜に鋼管φ800㎜～
φ1,100㎜を挿入）による管更正工事です。
　平成31年 2 月20日の通水に向けて、作業所一同一丸となって第三者災害ゼロ、無事故無災害で高
品質な施工を行い、工期内竣工を目指してまいります。

香川用水二期農業水利事業
東部幹線用水路第13・14工区
新川サイホン他改修工事
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監督職員からのエール

　本工事は、築造後40年を経過し老朽化した幹線用水路（PC管φ1,200㎜）を改修するもので、
施工区間（L=1,364m）は、 2級河川（新川、鴨部川）の横断部、県道の縦断部等で構成さ
れます。設置する立坑 3箇所の内 1箇所は県道迂回を伴い、一般交通や周辺住民への安全対
策を徹底する必要があります。
　また、工事に必要な通水停止期間は、10月11日から翌年 2月19日までの限られた期間であ
り、 2月20日から通水が開始されます。さらに、鞘管工法は既設PC管1,200㎜へ鋼管挿入す
るため狭小空間での作業や現場管理となります。
　このように厳しい現場条件ではありますが、三宅所長はじめスタッフの皆様は、地元自治
会と連絡を密にし、周辺住民と良好な関係を構築し工事を進められ、工事工程は大幅な遅延
なく進捗しています。本工事は、県民共有の財産である香川用水施設を後世に引き継ぐ重要
な責務を担っています。これから管路構築が本格化して行きますが、平成31年 2 月の通水
開始を目指し、安全で高品質な施工を期待し
ます。
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